会則検討委員会設置案
2008年4月９日　橋爪幸臣

決定までの流れ
代表が全体会に設置を提案する　⇒　次回以降の全体会で、修正の提案を求めた後、賛否の討論を経て諾否を決定し、採択の場合は引き続き委員を選任する。

委員会の任務
代表の諮問を受けて、改訂会則の原案を全体会に報告する。全体会に修正を求められた場合は、引き続き修正報告を行う。
委員会規則を委員の合意で定め、全体会に報告する。
委員の定数及び選任、解任
委員は5名とし、全体会が選任する。

代表は候補者5名を推薦する。会員2名は独自に候補者1名を推薦できる。候補者が5名を超える場合は、5名連記の記名投票によって選任する。得票同数のものは抽選による。

委員選任に先立ち、委員となることを希望しないものから選挙管理委員3名を選任する。候補者は会員2名の推薦と本人の意思確認で行い、候補者多数の場合は抽選による。

会則検討委員会は、改訂会則の採択若しくは報告の否決とともに解散し、全員を解任する。

報告の採択
全体会は、委員会に検討状況の中間報告を求め、また報告された改定案の修正を求めて報告を委員会に差し戻すことが出来る。
全体会は報告を否決し、新たな委員を選任することが出来る。
以上
